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5解 説

❶ CIR が生まれた背景
ビジネスにおいて IT が重要な役割を果たすことは、
既に一般的な理解となり、経営層からの IT 部門への期
待はより高まっています。しかしIT 活用に取り組む段階
では、部門間協力や企業をまたがる連携の困難さなどか
ら、実現に向けた活動がうまく進まない場合があります。
また、経営戦略策定に際しITの位置付けや貢献を十
分明確にすることができず、経営課題の解決や、先進
技術の恩恵を享受する機会を逸していることもあります。
さらに、IT 部門はシステム運用管理やスキルなどさまざ
まな部門内の日常課題を抱えています。加えて環境保護
や法令・規制の順守をはじめとした社会的責任、株主な
どステークホルダーへの情報開示など、企業価値を左右
する新たな要素への対応も大きな課題となり、これらを総
合的に勘案した IT 基盤の改善計画を策定する役割を
持っています。
IBMは長い間にわたり、毎年独自に日本の企業や公
共機関を対象とするアンケート調査を行っておりますが、

CIR（Component Infrastructure Roadmap） は、
お客様が中長期にわたってITインフラストラクチャーをど
のように進化させて、IT 課題を実現するかのロードマップ
を策定するための IBM独自の手法です。次世代データ
センター検討にあたっても、CIRを活用いただくことがで
きます。お客様の責任者やご担当者とのアセスメント・セッ
ションを通して、ビジネスの課題と整合性のあるITインフ
ラストラクチャーの課題との関連を明確にしながら、現状
や将来のあるべき姿を確認して、解決策を導き出し、中
長期的なロードマップを策定します。ＩＢＭのファシリテー
ターがリードするセッションでは、独自のアセスメント・フレー
ムワークとCIRアセットを活用し、お客様の現状とあるべ
き姿を評価します。CIRの狙いは、ビジネスにおける情
報システムの価値の増大を図り、ＩＴ基盤全体への投資
を最適化することです。セッションで作成された成果物を
共有することにより、お客様関係者間のコミュニケーショ
ンを向上させる効果も生まれます。

CIR is a unique IBM method to establish a medium to long 
term roadmap for enterprise IT infrastructure in order to realize 
the IT goals that are aligned with business goals. For 
example, a comprehensive roadmap can be established for a 
New Enterprise Data Center using CIR. Through a CIR 
assessment session, the current status and the to-be status of 
the IT infrastructure are identified by confirming how IT goals 
can be attained as a result of improving the IT infrastructure. 
Based on the information about the gap, a medium to long 
range roadmap is derived to fill it. A CIR assessment session 
is led by an IBM IT architect facilitator in an effective and 
efficient manner, leveraging CIR assets. The objective of CIR 
is to maximize the value of IT infrastructure for the client 
business, and to optimize the investment on IT infrastructure. 
Also, by sharing the output of CIR, communication within the 
client organization can be improved to achieve an IT roadmap 
for the future.

CIR （Component Infrastructure Roadmap） 
―企業の将来像を描くIT基盤ロードマップ策定手法―
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SOMAでは、コンポーネント化の各種の手法で構成され
た「サービス候補の抽出」、「サービス・モデルの定義」、
「実装方法の決定」の三つのステップを繰り返すことによ
り、SOAの構造を洗練していきます。
上述の手法は、主にビジネスや業務の切り口からの
分析手法ですが、これらの手法から導き出される変革に
対応して、企業全体の IT 基盤をどう進化させればよい
のかを明確にするロードマップを策定するための手法が
CIRです。CIRでは、IT 基盤全体にわたって現状とビ
ジネス目標に基づく将来の状況を認識し、その間のギャッ
プを埋めるための中長期のトランスフォーメーション・ロー
ドマップを作成します。

❸ CIR 概要
お客様ごとにIT の課題は異なるのは当然ですが、大
別して、次の3グループに分けられます（図 3）。
1.「経営戦略実現に貢献するための課題」
2.「企業の社会的責任を果たすための課題」
3.「品質の良い、ITサービスを低コストで、スピーディー
　  に提供するための課題」
「経営戦略実現に貢献するための課題」は、経営戦

その結果でもこれらの課題が指摘されています（図 1）。
お客様が抱える課題を解決するために、IBM自身が世
界各国でのプロジェクトを通して今まで培ってきたさまざま
な知識と経験により作り上げた方法論とアセットを活用し、
お客様の経営戦略とIT 部門の課題を連携し、CIRとい
うIT 基盤全体をふかんした中長期のロードマップを策定
する手法を確立しました。

❷お客様のイノベーション実現のために
IBMは、お客様のイノベーション実現をお手伝いするた

め、ITのみならず、経営革新実施や新しいビジネスを創
造する、「CBM（Component Business Modeling ™）」
「CBM-BoIT（CBM for the Business of IT）」、「SOMA
（Service Oriented Modeling and Architecture）」、
「CIR（Component Infrastructure Roadmap）」とい
う四つの手法を独自に開発しました（図 2）。
CBMは、事業活動に独立して機能する単位を「ビジ

ネス・コンポーネント」として切り出し、おのおのの関係性
を分析し、ビジネスの差別化に貢献している機能や能力、
経営資源配分の適切さ、テクノロジーの効果的な活用な
どを評価し、明らかにします。
CBM-BoITは、IT 組織を機能別に、人、プロセス、

インフラストラクチャーのコンポーネントに切り分け、組織
のどの部分が差別化に貢献し、最もコストがかけられて
いる、あるいはかけられていない部分はどこかといった
分析により、組織が効果的に活動ができているのかを明
らかにします。CBMならびにCBM-BoITを通じて、ビ
ジネス機能をコンポーネント化して、経営革新や事業創
造のためにフォーカスすべきエリアを可視化します。この
識別されたエリアの変革を、 SOA （Service Oriented 
Architecture：サービス指向アーキテクチャー） の考え
方に基づいて実現するための手法が SOMAです。

図 1．お客様の声

図 2．お客様のイノベーションを加速させる手法

“ビジネス戦略を支え
る、柔軟で安全かつ即
応性のあるITインフラ
ストラクチャーを実現
するためのロードマッ
プをどう策定すればよ
いか？”

“ビジネスのプロセスと目標を支える柔
軟なアプリの環境のアーキテクチャー
を設計するにはどうしたらよいのか？”

“ビジネスの成長と競争力の強化を実
現するためには、我々のビジネスのど
こにフォーカスしてビジネス・トランス
フォーメーションをすればよいのか？”

“変化し続けるビジネ
スのニーズと目標に対
して、ITが柔軟性と敏
捷性を持って対応でき
るようになるには、どう
我々のITを管理したら
よいのか？”

CBM

CBM-BolT CIR

SOMA

お客様の
優先順位

お客様の声
▶全社的取り組みを必要とする案件が増えている。
　しかし部門間協力が弱く、全社統括する部門もない。
▶経営とITとの関連がはっきりしない。
　経営計画策定にIT部門が十分に参画しておらず、
　経営計画とIT投資計画との整合性も確証がない。
▶社内全体の取りまとめも含めて、外部ベンダーの協力が今後も必要である。

お客様ITキーパーソンの声
▶IT中長期のロードマップは会社にとって必要であり、すぐに策定したいが、
　どうすれば、漏れがなく必要十分なものを作成できるのか、よく分からない。
▶自力でロードマップを策定したが、これで必要十分なのか、
　第三者の目も入れて検証したい。
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略やビジネス戦略を実現するために、IT 基盤の何を進
化させる必要があるのかという観点です。「企業の社会
的責任を果たすための課題」は、法令や規制の順守、
ビジネスの継続性の保証、さらには環境への対応などを
実現するためのものです。「品質の良い、ITサービス
を低コストで、スピーディーに提供するための課題」は、
ITコストの最適化や、スキルの強化など、IT 部門にとっ
て重要な課題です。
CIRではこれらの課題を実現するために、関係部署か

ら意思決定できるメンバーが一堂に介したアセスメント・セッ
ションを実施し、その後、2～3週間で中長期的なロードマッ
プを導き出します。IBMではこの手法を2005 年に開発
してから、全世界で展開し続けて、実績とノウハウを蓄積
してきました。日本でも企業がおかれている環境や抱えて
いる課題に合うようにCIRを拡張して本格的に展開してお
り、数百社からのお申し込みをいただき、全業種にわたり
80 数件のお客様で実施完了しました（図 4）。
CIRのアウトプットは、お客様のロードマップとして採用

されたり（図 4 上段）、IT 計画の漏れやプロジェクトの

優先度確認のチェックのために使用されるなど（図 4下
段）、さまざまな形で活用されます。実施に際しては、お
客様のニーズに合った対象範囲（図 4縦列）を決める
ことができます。

❹ アセスメント・フレームワーク
アセスメントを短い時間で効果的に行えるよう、独自
のCIRフレームワークを使用します（図 5）。
縦軸に、ITインフラストラクチャーの構成要素（コン

ポーネント）を4 つのドメイン（領域）に分類し、さらに
その中をサブ・ドメインに細分化し、アセスメント項目とし
ています（図 6）。一般的な IT 基盤の構成に含まれる
要素（図 7）は、これら4つのドメインで網羅されており、
IT 基盤全体を漏れなく包括的に評価できます。

IT戦略／アクション・プラン
（重要経営課題に対して
ITをどう活用するか）

ロードマップ

IT業界の動向
ITインフラストラク
チャーの成熟度

企業の
社会的責任を
果たすための
ITの課題

経営戦略
実現に

貢献するための
ITの課題

IT部門の
永遠の課題
（高品質な

ITサービスを安く、
早く提供する）

お客様の課題

図 3．CIR のインプットとなる課題

図 4．日本における主なCIR の実施結果

図 5．CIR のアセスメント・フレームワーク
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（a） アプリケーション・サービス
アプリケーション・サービスのドメインでは、業務アプリ
ケーションを支えるためにIT 基盤が持っているべき能力
について評価します。この中では、全社的なITアーキ
テクチャーの青写真が策定されているか、開発・保守の
標準ガイドが作成され、徹底されているか、業務プロセ
スを柔軟に統合し、ビジネスのスピードアップや、お客様
サービスの向上を図るための仕組みがあるかどうかといっ
た評価項目が含まれます。

（b）情報サービス
主にデータに関する評価のトピックが網羅され、顧客や
商品、製品などに関する重要なデータを活用する仕組み
や、データに関するコンプライアンス順守についての評価
項目です。
（c）共通 ITサービス・ドメイン
IT 基盤全体にわたって共通に必要とされる機能サー

ビスの領域です。代表的なものとして、問題管理、構
成管理、サービス・レベル管理など、 IT サービス管理
に関するものがあり、さらにユーザーのコラボレーション・
プラットフォーム（ポータルなど）に関する評価項目など
も含まれます。
（d）基盤サービス・ドメイン
ハードウェアを中心とした評価領域であり、メインフレー

ムや分散系サーバー、クライアントPC、ストレージ、ネット
ワークについてのアセスメント項目です。
CIRフレームワークの横軸は、ITサービスの標準化や
最適化、あるいはガバナンスの及んでいる対象範囲のレ
ベルを示します。一番右の「個別」レベルでは、部門
や業務システムごとに最適化や標準化がなされていること
を示し、次の「部分」では複数部門や業務レベルでの
最適化や標準化ができている状態、「全体」ではそれ
が全社レベルで達成できている状態です。「パートナー協
業」はグループ企業や海外の子会社、ビジネス・パート
ナーまでも含んだ最適化・標準化の状態です。「ダイナミッ
クなパートナー協業」では、変化し続ける顧客や市場の
要請に対して即応するために、企業グループや地理的ロ
ケーションや業種の壁を超えて、ビジネスに最適なパート
ナーと必要な時に効率的かつシームレスに協業ができるレ
ベルを示します。
CIRでは、ステータスが右へ行くほどこのレベルが高く

なるよう定義されています。アセスメント・セッションでのお
客様との議論を通して、現状や課題を勘案し、評価項目
ごとに、どこまでを目指すべきかを決定します。

❺ 将来像を描くプロセス
CIRの典型的なプロセス・ステップです（図 8）。
アセスメント前の打ち合わせでは、IT 課題の領域を、

「経営戦略実現に貢献するための課題」、「企業の社
会的責任を果たすための課題」、「品質の良い ITサー
ビスを低コストで、スピーディーに提供するための課題」
の三つにグループに分け、各グループでの課題を確認す
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アプリケーション・サービス
業務アプリケーションそのもの
はCIRではアセスしませんが、
業務アプリケーションを支える
ために、基盤として必要な能力
を評価します。

•エンタープライズ・アーキテクチャー
•IT全般統制
•開発標準、
　ソフトウェア開発ライフサイクル（SDLC）
•SOA
•プロセス統合
•重要経営指標ベースの
　センス＆レスポンド

情報サービス
企業の重要なアセットである、
データの活用のための、基盤
としての能力を評価します。

•データ・モデリング
•情報統合
•データウェア・ハウス、データマート
•データ・フェデレーション
　（仮想データ・アクセス）
•ビジネス・インテリジェンス
•情報ライフサイクル管理

共通ITサービス
システム運用・管理サービス
など、基盤全体でよく使われ
るサービスを評価します。

•ITサービス管理、
　ITインフラストラクチャー・ライブラリー（ITIL®）
•IDライフサイクル管理
•認証、シングル・サイン・オン
•ログ、イベント管理
•バックアップ・リカバリー
•災害対策
•サービス・レベル・アグリーメント（SLA）
•パフォーマンス管理
•ポータル

基盤サービス
サーバーやストレージ、ネット
ワークなどのハードウェアに
近い資源の評価をします。

•サーバー統合、仮想化
•ストレージ統合、仮想化
•ネットワーク
•ファイア・ウォール、ゾーニング
•PCクライアント

図 6．機能ドメインに含まれるトピック

図 7．一般的な IT 基盤の構成図
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るとともに、対象とするシステムの範囲を決定します。ア
セスメント・セッションでは、アセスメント・フレームワークを
使って現状を明らかにし、IT 課題に基づいて、あるべき
姿を決定することにより、現状と将来のステータスのギャッ
プを明確にします。重要なのは、ビジネス・ニーズに立脚
した将来像に合わせて、あるべきステータスを適切な時
間軸の中で、正しく決定することです。例えば、お客様
が情報の有効活用をするために、グループ企業も含んで
できる限りオープンにして横串に統合することで、グルー
プ内の各企業や部門が、グループ全体の総合力を活用
したビジネスを実現しようとする場合もあるでしょう。また、
特別に取り扱いに注意すべき情報が多いお客様におい
ては、情報の共有は限られた範囲に限定する必要があ
る場合もあるでしょう。このように、将来のあるべきステー
タスはお客様のビジネスの方針により変わってきます。さら
に、セッションでは、アセスメント項目ごとに優先度や影響
度についても決定します。このように、セッションの中で、
ITの計画がビジネスと整合性が取れているか、正しく位
置付けられているのかを確認しながらアセスメントを行い
ます。現状とあるべき姿の間のギャップを埋めるための施
策・プロジェクトの抽出と、ロードマップ作成にあたっては、
IBMの知識と経験を蓄積した、CIRのアセットを活用し
ます。
最終報告書では、アセスメント結果を要約、可視化し、
IT 課題を実現するためのロードマップを記述し、実行に
移すためのアクション・プランを作成します。

❻ CIR の成果物
アセスメント・セッションでディスカッションされた内容に
基づいて、ロードマップが策定され、現状のステータスの
成熟度を増すための施策と個々の施策から導かれる具
体的なプロジェクトなどが含まれます。
■  成熟度を増すための施策
•  お客様の ITの現状および目指したい環境をもとに、目
標に到達するための施策を示します。
•  例：技術の適用（SOA、仮想化など）、プロセスやガ
バナンス改善（システム管理、アプリケーション開発プ
ロセスなど）。
■  個々の施策から導かれる具体的なプロジェクト
•  例：サーバー統合、ストレージ統合、ESB（エンタープ
ライズ・サービス・バス）の実装、アプリケーションの
Webサービス化（ハードウェア製品、ソフトウェア製品
の採用、開発などを含みます）。
ロードマップの策定にあたっては、施策やプロジェクトを、
優先度の情報や、IT 基盤の成熟度を考慮した技術的
要件を総合的に勘案して時間軸に配置します。
CIRにより作成されたロードマップの例です（図 9）。
ITインフラストラクチャー全体をシステマティックに評価

した結果に基づき定義された、実施すべき施策間の順
番や相関関係が網羅されたこのロードマップを使い、お
客様はビジネス・ニーズに立脚した将来のあるべきIT 基
盤像を実現するための実行計画を実施することで、IT
課題の確実な実現を図ることができます。

途中確認

事前ご相談、
CIR事前ご説明

IBM

お客様

お打ち合わせ、
事前準備

IBM

お客様

アセスメント・
ワークショップ

IBM

お客様

施策・プロジェクト
の抽出

（ドラフト作成）

IBM

ロードマップの
作成

IBM

お客様

ロードマップ
ご報告会

IBM

お客様

アセスメント・
マトリックス

施策および
プロジェクト案

CIRアセット

アセスメント・
ツール

お客様IT環境

施策、
プロジェクト

ロードマップ

図 8．CIR のプロセス・ステップ
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❼ CIR 実施結果に関する評価
既に、日本のお客様においても数多くのCIRが実施され、

その有効性に関する多くのコメントが寄せられております。
お客様の評価は3つに分類できます。
① IT 戦略に関する考えをまとめるツールとしての有用性
•  課題に対する取り組みの優先順位と今後の検討スケ
ジュールが整理され、中・長期計画を全体最適化への
ロードマップとして明文化できた。
•  論理的なフレームワークに従って、現状を分析し、考え
をまとめるやり方は効果的である。さまざまな事柄の間
の複雑な関係付けが明確になり、漏れや重複がない
形で整理され有意義であった。
•  漠然とした、テクノロジーや製品志向のプランを、具体
的なインフラストラクチャー全体のソリューションとして整
理することができた。
•  気付きの範囲が広がり、漏れやダブリがなくなると同時
に、社内のさまざまなプロジェクトの関係付けが明確に
なった。
•  エンタープライズ・アーキテクチャーは当社にとって大掛
かりすぎであり、CIRで短期間で効果的なプランを作
成できた。
②  社内意見の統合のためのコミュニケーション・ツールと
しての有用性

•  課題に関する取り組みの優先順位と今後の検討スケ
ジュールについて、社内メンバーのベクトル合わせに役
立った。
•  ロードマップや実行計画の考え方は分かりやすい。短
い時間で効率良く情報共有ができた。
③ 先進技術の採用への道程の明確化
•  SOAや仮想化などの先進技術が当社にどう関係があ
るのが、どういうステップを踏めば、先進技術のメリット
を享受できるのか具体的に理解できた。

❽ おわりに
ビジネス強化のための個別の取り組みは一巡し、全社
的な取り組みを必要とする事案が増えており、経営計画
とIT 計画のより密接なリンクが求められています。CIR
により、ビジネス・ニーズとの整合性を高めながら、目指
すIT基盤を実現するための中長期のロードマップを策定
し、ビジネスにおける情報システムの価値を増大させるこ
とができます。IBMは世界中でのお客様とのプロジェクト
により培った知識と経験を集約した CIR のアセットを活用
してお客様をお手伝いいたします。私どもIBMにご相談
ください。

図 9． CIRによる策定されるロードマップ例
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